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本実践で
目指した方向





理科における個別最適な学び

問題解決の活動の中
で、個々の子どもに
応じて支援していく。

自然の事物・現象に
対して、それぞれが
もった興味・関心から
問題を見出す。

指導の個別化 学習の個性化



困難な点（学習の個性化）

児童の様々な興味・関心を
保障しようとする。
（学習の個性化）

知識及び技能を問題解決の
活動を通して習得するような
授業を展開することが困難

になる。



困難な点（指導の個別化）

問題解決が児童の数
だけあるので、適切な
指導が難しい。

理科の学び方を知ら
ないと、学びの充実
を図ることが難しい。

学級の中には学習を
進めるのが困難な児

童もいる。

活動の時間やペース
が個人によって違う。



困難な点を解決するために
（学習の個性化）

単元の前半

学級全体で共通の問題を設定し、
学級全体で解決していく。

単元の後半

前半の学習を通して見出した問
題について個人やグループで追究
する。

単元で扱う知識及び技能に関する
内容の学習を終える



困難な点を解決するために
（指導の個別化）

学習の手引き

クラウドで情報共有



本実践で目指した方向

①「手引き」として学習の流れを提示し、ど
んな流れで進めていくか見通しがもてる。

②教師がクラウドを見て、支援する。

単元の前半で知識及び技能に関す
る学習を終えたうえで、後半でそれぞ
れが見出した問題を解決していく。

①クラウドを使い同じ課題をもつ人同士でグループを
作り対話する。

②クラウドを用いて、共有された情報を比較したり、自
分の考えを深めたりする。
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実践の紹介
（単元計画）



単元計画
学年：小学校５年生

教科：理科

単元名：流れる水のはたらき

単元の前半

流れる水のはたらきと土
地の変化についての知識
及び、条件制御を意識し
た実験の技能の獲得。

単元の後半

砂防ダム、消波ブロック、堤
防….などは、どのような効果が
あるのか。調べたことによる仮
説とモデル実験による検証で明
らかにしていく。

目指す児童の姿

・流れる水のはたらきが
考慮された川の災害を防
ぐ工夫が実際の川でも使
われ、私たちの生活を守
っている。

後半の目標

「川の災害から生活を守るための工夫は、
どんな効果があるのか説明できる。」



実践の紹介
（単元の前半）
単元の前半

流れる水のはたらきと土地
の変化についての知識及び、
条件制御を意識した実験の技
能の獲得。



単元の前半

身近で過去に川の災害があったことを知
り、川の様子や土地の様子が変わってい

るところに注目する。

・水の量が多い？
・泥水になっていて、
泥が混ざってる？

など



単元の前半

予想 実験計画 結果・考察



単元の前半

予想 実験計画 結果・考察

マトリクス図を使った
条件制御

設計図による
実験計画



単元の前半

予想 実験計画 結果・考察

実験の結果は
動画で撮影

考察は１人１人
文章で



実践の紹介
（単元の後半）
単元の後半
砂防ダム、消波ブロック、
堤防….などは、どのような
効果があるのか。調べたこと
による仮説とモデル実験によ
る検証で明らかにしていく。



単元の後半

消波ブ
ロック

堤防
砂防
ダム

興味・関心に応じた
学習課題の設定



〇学習の時間・方法などを示した「手引き」の提示

全体の時間を４時間と
して、学習を進める。

条件制御に時間をかける。
設計図をじっくりと書く。

など
自分に最適な時間や順序で学習
を進めることができる。

単元の後半



〇調べたことを
もとに仮説をた
てる。

単元の後半



単元の後半 「どんな場所に設置している
か」「どんな効果があるの
か」などを調べる。



単元の後半 なぜ防ぐことができるのかを、
学習した３つのはたらきをも

とに考える



〇グループで実験を進める。
※ロイロノートのクラウド（共有ノート）を活用した。

単元の後半



黄色のシート：砂防ダム
青のシート：消波ブロック

緑のシート：堤防

クラウド共有①

全員のシート
が共有されてい
る。（今回は、
内容ごと色分け
をしている）

クラウド共有②

学習の流れ（学
習の手引き）が常
にクラウド上で提
示されている。



クラウド共有③

自分のグルー
プ以外の状況を
リアルタイムで
見れる。



単元の後半

〇実験装置

消波ブロック

堤防 砂防ダム



児童の様子



授業全体の様子

実験装置の設計図を
書くために、道具を
見に来ている。

実験の条件をグルー
プで整理している。

実験装置を作り始め
ている。

「手引き」をもとに、各グループ
の時間配分や進め方で学習を進め
ている。



クラウド活用の様子



クラウド共有の良さ①
別のグループ
条件制御

クラウドで参照して比較し、修正する。



クラウド活用の良さ②
別のグループのクラウド上の
設計図を見て、意見を聞きに
行く。

どうやって、消波ブロッ
クを置いた？

カーブのところ全体に、
埋める感じで。



クラウド活用の様子②

・クラウドでの参照による協働
・直接的なやりとりによる協働



クラウド活用の良さ③
消波ブロックのグループに対
して一斉指導

クラウドの情報を見て、狙い
を定めて個別の支援を行うこ
とができる。



成果と課題



成果 〇クラウドで「学習の手引き」
を共有することは、一斉指導で
なくても個別（グループ）で進
めていく上で、見通しもって進
めることができ、有効だった。

〇クラウドで全員のシートを共
有することで、クラウド上で比
較したり、参照をしたりでき、
学習を進めることができた。

〇教師が状況をクラウド
上で把握できるので、個
別に支援に行ける。



課題
△自分のノートに集中し、

共有ノートを見ていない。
見る習慣をつける。

△共有ノートで、真似をし
て進めた。

↓
結局目標である「どんな効
果があるのか」を説明でき
ていない。



課題

「比較するため」
「わからなければ直接関わり、納得するまで話す。」

などの、真似して終わらないための初期指導の徹底
や対話の促進など

そういった子に対してどのように支援をしていくのか
を想定しておく。

↓
「指導の個別化」
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ご清聴ありがとうございました。




